健康と環境：ワークシート　
（　　）年（　　）組（　　）号　氏名（　　　　　　　　　）
○暑いとき、寒いときに体に表れる変化を考えてみよう
	暑いとき
	寒いとき

	
	



筋肉を（　　　）させることにより（　　　）を作りだし、血管を（　　　　）させ、外の空気との接触を抑える働きがある。　
筋肉を（　　　　）させることにより余分な（　　　　）を作らず血管の（　　　　）と発汗により熱を逃がす働きがある。





人間の身体は環境の変化に対応する力＝（　　　　　　　　　）がある


　○熱中症の事例から考えてみよう
　Ｑ１　熱中症の原因となったと思われる部分に下線を引きましょう
	　7月初めの試験明けのある日、Aくんは、夜更かしをして朝寝坊をしたため朝食抜きで登校しました。給食は、夏バテのせいかあまり食欲がありません。
　放課後になり、今日は楽しみにしていた久しぶりのバスケットボール部活動の日です。Aくんは、部活動に行く前、この日は、気温も高く暑かったので、水を大量に飲んでから行きました。閉めきった体育館でバスケットボールに夢中になっていたところ、急に汗が大量に出て息苦しくなりました。水を飲んでみましたが、一向に良くなりません。それでもがんばって走っていると、右足のふくらはぎが急にけいれんし、目の前が暗くなって倒れこんでしまいました。






Ｑ２　どのようにしたら熱中症を予防することができたか、熱中症の症状がある人がいた時、自分にできる行動を考えてみましょう
　　　自分の考え②
グループ内で出た意見
自分の考え①







Ｑ３　気温の変化に対する適応能力とその限界について、また、気象情報の適切な利用
について理解したことを書き出しましょう。







